
平成２８年度広報推進協議会 第３回会合

１．日 時 平成２９年 ３月 ２日（木） １３時００分～１４時３０分

２．場 所 国土交通省国土地理院 関東地方測量部 大会議室

（九段第２合同庁舎８階）

３．議 事

（１） 平成２８年度活動報告

（２） 今後の取組内容（案）について

資料－１ 平成２８年度活動報告

資料－２ 今後の取組内容（案）について

資料２－１ 広報推進協議会ホームページの開設について

資料２－２ リーフレットの更新について

資料２－３ 広報用動画（ビデオ）の作成について

資料２－４ その他の取組

参考資料－１ 「国土を測る」意義と役割を考える懇話会報告書（案）について

参考資料－２ 平成 年度広報推進協議会第２回会合議事要旨28

参考資料－３－１ 広報推進協議会ホームページ開設に係る協力依頼について（案）

参考資料－３－２ 広報用動画の調査について（案）



広報推進協議会構成員

宮﨑 清博 (一社)全国測量設計業協会連合会 事務局長

冨永 伸樹 〃
（ (一社)群馬県測量設計業協会 会長）

市川 俊幸 (一財)測量専門教育センター 事務局長

土田 俊行 〃
（中央工学校 教務部 土木測量系 学科長）

稲垣 秀夫 (一社)地図調製技術協会 業務執行理事

岩﨑 昇一 〃 理事・事務局長

岩田 邦雄 (公社)日本測量協会 総務部長

飯村 友三郎 (公社)日本測量協会 測量技術センター
管理部長

斉藤 和也 (公財)日本測量調査技術協会 専務理事

津澤 正晴 〃 理事・事務局長

田代 博 (一財)日本地図センター 常務理事

松本 治夫 〃 総務部長

鹿野 正人 国土交通省国土地理院 参事官

松村 正一 〃 基本図情報部基本図情報更新
技術分析官

アドバイザー

鹿田 正昭 金沢工業大学 副学長

オブザーバー

麓 博史 国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課 専門
工事業・建設関連業振興室 企画専門官

※ 敬称略
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日時：平成２９年３月２日（木） １３：００～１４：３０
場所：関東地方測量部大会議室
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資料－１

平成28年度活動報告

基本的な活動方針

【目的】

・国民に測量の意義や役割を正しく理解してもらう。

・就学、就職予定者にとって測量が魅力ある仕事として認知され、測量分野への進路

選択を促す。

【ターゲット】

・国民全般

・近い将来就職を考える高校生、大学生

１．平成28年度広報推進協議会開催状況報告
①第１回会合（平成28年7月15日、18名（構成員 12、アドバイザー 1、事務局 5）

○平成27年度取組の成果報告

事務局から 「測量のイメージアップのためのリーフレット」に係る制作経費、、

配布先等に関する報告を行った。

○構成団体の平成28年度広報活動の取組について

各構成員から平成28年度広報活動の取組について報告された。

○広報推進協議会の今後の取組について

今後の取組について議論を行った。

②第２回会合（平成28年11月2日、18名（構成員 12、オブ 1、事務局 5）

○平成28年度活動方針について

平成27年度第3回会合において承認された「平成28年度活動方針」について再確認

を行った。

○今後の具体的取組（案）について

平成28年度活動方針に基づき 「広報推進協議会ホームページ開設 「広報用動画、 」

(ビデオ)の作成 「リーフレットの更新」について事務局から提案し承認された。」

③第３回会合（平成29年3月2日） 本日

○平成28年度活動報告

○今後の取組内容（案）について

２．平成28年度取組内容報告
①「測量のイメージアップのためのリーフレット」の作成・配布

作成部数 30,000枚

配布先 全測連 10,000枚 測技協 2,500枚

測専教 5,000枚 ＪＭＣ 1,000枚

地調協 1,000枚 地理院 5,500枚

日測協 5,000枚

【効果】 ・学生からの評判が良く、構成団体からの追加配布の要望があった。

・専門学校の受験者数が増加した。

②リーフレットの更新内容の検討

③広報推進協議会ホームページの開設（ページ案作成）



資料－２

今後の取組内容（案）について

（１）広報推進協議会ホームページの開設について 資料２－１

（２）リーフレットの更新について 資料２－２

（３）広報用動画（ビデオ）の作成について 資料２－３

（４）その他の取組

今後考えられる測量・地図関連事項（２０１７～） 資料２－４



資料２－１

広報推進協議会ホームページの開設について

◆測量・地図作成分野の仕事や魅力及び各構成員団体の広報活動等を国民に広く紹

介するための情報発信ポータルサイトとして、広報推進協議会ホームページを

５月中旬までに開設する （作成中のサイト案紹介 （別紙１のとおり）。 ）

①ホームページ開設に向けて各構成団体からの情報提供について

○平成２９年度における各構成団体のインターンシップ、イベントに関する情

報（別紙２のとおり）

○各構成団体が実施した（平成２９年４月～）イベント等の実施報告

（ ）別紙３のとおり

・広報推進協議会ＨＰで紹介する原稿（Ａ４サイズ１ページ程度）

・または、各構成団体のＨＰで公開している場合は、そのＵＲＬ

（注）

・ＨＰアクセス数を増やすためにイベント情報の掲載は必須である。

・リピーターを増やすために更新頻度を高める （新たなイベント情報の追加。

など）

・インターンシップ、イベント等については、新着情報に掲示し、詳細は開

催主体（問い合わせ先として）を案内（リンク）する。

②ホームページ内のコンテンツ作成 ついてに

○各分野別のしごとの詳細ページの原稿作成（別紙４のとおり）



NTFPC139
テキスト ボックス
別紙１



別紙２

平成２９年度　インターンシップに関する学生等受入れ情報等について

受け入れ時期 ホームページへの

県名 市町村名 (期間) リンクアドレス等
実習内容 備考

所在地
機関・企業名 大学・高専等の区分 受入可能人数 募集の〆切 問い合わせ先



 長岡高専の学生、職員30名が、吉津トンネル及び五十母川橋（磐越 
自動車道）と白根ポンプ場建設の工事現場を見学しました。 

北陸建設界の担い手 
確保・育成推進協議会 

 平成27年10月22日（木）に長岡工業高等専門学校環境都市工学科の学生25名と教職員5名が、磐越自動車道の付加
車線建設工事である吉津トンネル及び五十母川橋と日本海側最大規模のニューマチックケーソン工法による新潟市白
根水道町ポンプ場建設の工事現場を訪れました。 
 この見学会は、建設界の担い手確保・育成を目的として、トンネル工事等の現場に触れて、建設界の魅力や社会基盤
の役割について知ってもらうものです。 
 参加者からは、吉津トンネルの現場でインバート施工や坑内を歩きながら完成までの一連の施工過程を見学できて非
常に勉強になった。ニューマチックケーソンの実際の現場を見ることができて良かったなどの感想がありました。 
 この現場見学会を通して建設界や建設工事のスケールの大きさについて、より関心を持っていただけたらうれしく思い
ます。                                      実施機関：（一社）日本建設業連合会北陸支部 

ポンプ場構築状況を足場上から見学 トンネル坑口（福島側）で集合写真を撮影 五十母川橋の橋脚の施工状況 

トンネル坑内の施工状況 

ポンプ場概要説明状況 

１期線と沿う五十母川橋の橋脚の施工状況 

トンネル坑口の「化粧木」 

NTFPC139
テキスト ボックス
別紙３



　ホームページのコンテンツ作成について
掲載されている写真の作業内容等を説明する詳細ページの作成をお願いします。

　各しごとの詳細ページ 　詳細ページへ

写 真

説明文

400字程度

No.2をク
リック



トップページスライド写真

トップページに表示される写真です。 （５組の写真が１秒間隔で切り替わります）

さらに適切と思われる、写真がありましたらご提供をお願いします。

国土の姿を正確に測ります

測った姿を地図に表現します

あなたの仕事が様々な分野で役立ちます



色々な情報を基に、分かりやすく伝えます

測量技術者になるには



トップページ　仕事の説明写真及び説明文

測量・地図作成の仕事を５分野に分けて紹介しています。

さらに適切と思われる写真や説明文案がありましたらご提供をお願いします。







資料２－２

リーフレットの更新について

◆リーフレットの更新方法について （別紙５のとおり）

・全面改正か一部改正（地図作成関係業務の追加、写真、URLを追記等）

・全面改正の場合のリーフレットの構成

◆大判ポスターの作成について

・リーフレットをそのまま拡大しての利用について

・新規作成 （別紙６のとおり（作成料金 ））

・その他、既存のポスター利用について

◆作成部数について

・全体の作成部数は、各構成員団体から配布先及び部数の要望を基に決定

（別紙６のとおり）

（様式は別途送付しますので、平成２９年４月２１日（金）までに事務局へ

回答をお願いする ）。

◆リーフレットの個別利用について

・リーフレットを一部改変して個別の構成団体での活用について

（ 一財）測量専門教育センター）（



NTFPC139
楕円

NTFPC139
吹き出し
モデルさんを変更

NTFPC139
テキスト ボックス
リーフレット更新資料

NTFPC139
タイプライタ
別紙５

NTFPC139
矢印

NTFPC139
テキスト ボックス
余白を無くす

NTFPC139
吹き出し
　測量　→　測量・地図作成

NTFPC139
吹き出し
（測量・地図作成分野）に変更



NTFPC139
楕円

NTFPC139
吹き出し
写真を変更する併せて文言を変更

NTFPC139
吹き出し
測量の仕事　→　測量・地図作成の仕事

NTFPC139
四角形

NTFPC139
吹き出し
測量・地図作成分野に修正

NTFPC139
テキスト ボックス
（広報推進協議会ホームページURL）



資料２－３

広報用動画（ビデオ）の作成について

◆測量・地図作成分野の仕事・魅力等を短編的に紹介する動画を作成する。

（効果・必要性等については、別紙７のとおり）

・構成やスケジュールについては第１回会合で検討

・既存の広報用動画の調査結果を基に作成方法を検討

◆既存の広報用動画の調査 （別紙８のとおり）

・各構成団体が作成した既存の動画

・他の業界で作製している測量・地図に関する既存の動画（推薦出来るもの）

・リンク可能なものはＨＰに掲載する。



別紙７

広報用動画の概要（案）

（背景・目的）

広報手段としてこれまでリーフレットやホームページ作成など、テキストベース

のコンテンツ作成を行ってきたが 「最近の若者には、パンフレット等より動画での、

広報が効果的ではないか 」との意見がある。。

測量・地図業界においても既に多くの動画コンテンツが用意されていると思われ

るが、各事業者の業務内容の紹介など、長編的（３０分くらい）なものが多く、業

界に興味をもち、動画を見ようとする若者が最初から長編的な動画を見るかといえ

ば、多少敷居が高く、躊躇することが現状であると思われる。

そこで、若者に限らず誰もがたやすく見ることができる３分程度の短編的な測量

・地図業界の魅力を伝えられる動画を作成する。

（効果）

短編的な動画を見ることによって、そのことが呼び水となり、敷居の高かった長

編動画の視聴にもつながるものと考えられる。

短編動画の作成は、業界全体の広報推進につながるものと思料される。

（構成）

・時 間：３分程度

・内 容：測量・地図業界の魅力を伝えるストーリーとする。

詳細は、発注業務の中で絵コンテ（企画）を提案頂く予定 ）。

・出席者：可能な範囲で各構成団体から推薦を頂く。

・公 開：パソコンやスマートフォンで視聴できるようにする。

・配 信：YouTubeの利用を検討

（スケジュール）

第１回会合で検討

（費用）

添付資料参照



別紙８

広報用動画一覧

タイトル　 概　　　要 再生時間 メディアの種類 所有会社
貴社ホームページで公開している

場合は、そのURL

広報推進協議会
ホームページで
の公開の可否

備　考



資料２－４

その他の取組

今後考えられる測量・地図関連事項（２０１７～ （別紙９のとおり）◆ ）

平成２９年度協議会開催スケジュール（案）◆

平成２９年 ５月 広報推進協議会第１回会合

平成２９年 ８月 広報推進協議会第２回会合

平成２９年１１月 広報推進協議会第３回会合

平成３０年 ２月 広報推進協議会第４回会合



別紙９

平成２９年３月２日

広報推進協議会資料

今後考えられる測量・地図関連事項（２０１７～）

【２０１７】（平成29・昭和92・大正106・明治150）年

◯第50回地図展 昭和42年10月13～18日 第1回地図展開催（東京・小田急百貨店）

◯地理空間情報活用推進基本法10年 平成19年5月30日公布

◯長久保赤水(1717～1801）生誕300年 日本で初めて緯度経度などを入れた日本地図を作製

水戸藩の地理学者

【２０１８】（平成30・昭和93・大正107・明治151）年

◯明治150年 1868（慶応4）年1月1日（新暦1月25日）を明治元年1月1日（旧暦）に改元

◯伊能忠敬没後200年 1818（文政元）年4月13日（太陽暦5月17日）伊能忠敬 死去（享年

73歳）

◯第30回測量の日 平成元年6月3日 測量の日制定

・日本測量調査技術協会創立40周年 昭和53年9月28日 日本測量調査技術協会設立

【２０１９】（平成31・昭和94・大正108・明治152）年

◯測量150年 明治2年 民部官に庶務司戸籍地図掛設置

◯測量法公布70年 昭和24年6月3日公布

◯測量の日30周年

・全国測量設計業協会連合会創立60周年 昭和34年2月20日 日本測量連盟設立

・国土地理院のつくば移転 40年

・第29回国際地図学会議開催

【２０２０】（平成32・昭和95・大正109・明治153）年

・東京オリンピック・パラリンピック

【２０２１】（平成33・昭和96・大正110・明治154）年

〇伊能図200年 1821（文政4）年 大日本沿海與地全図（合計225枚）完成

・水路測量150年 明治4年9月8日 兵部省海軍部に水路局設置

・日本測量協会創立70周年 昭和26年1月13日 日本測量協会設立

・東日本大震災（2011年3月11日） 10年

【２０２２】（平成34・昭和97・大正111・明治155）年

〇地理空間情報活用推進基本法15年 平成19年5月30日 公布

・日本地図センター創立50周年 昭和47年2月23日 日本地図センター設立

・鉄道150年 明治5年 新橋・横浜間に鉄道開通

・沖縄返還（1972年5月15日） 50年

【２０２３】（平成35・昭和98・大正112・明治156）年

・関東大震災（1923年9月1日） 100年



目 的
「国土を測る」測量について、その意義や役割を明確にし、これを広く国民に
伝える上で、何をどのように伝えることが適切であるか、有識者からの意見を
聴取し、今後の取組に反映させる。

構成員

• マスコミ関係者、地図・測量成果等のユーザ、学識経験者（測量、土木、
地理教育等）、測量に関連のある各分野の専門家（建設、宇宙、防災等）
合計10名

• 測量関係者（測量団体等）については、オブザーバとして参加

開催状況

第1回を平成28年3月
第2回を平成28年5月
第3回を平成28年9月
第4回を平成28年12月 に開催
全4回開催し、平成28年度中に報告書を取りまとめ

その他

• 会議は原則として全てオープンなものとし、記者等が会議全体に参加し記
録等を行うことを認める（会議資料や議事録等についても、原則公開）

• 懇話会で出された意見については、国土地理院において取りまとめ、広報
推進協議会等における検討に反映

主催者 国土地理院

「国土を測る」意義と役割を考える懇話会について

参考資料－１



第１回懇話会
（平成28年3月25日）

第２回懇話会
（平成28年5月22日）

国土地理院の取組や役割について広く国民に紹介するための方策を議論。
会合に先立ち、懇話会委員が国土地理院の観測施設や「地図と測量の科学館」をご視察。

第2回懇話会の様子

社会経済活動と「国土を測る」という活動との関係等について議論。

・「広報」ということを考えるのであれば、ストーリーで語る、文脈で語っていってはどうか。
・「伝えたいこと」ではなく「世の中の人が知りたいこと」を伝える観点で広報しないと
関心をもたれない。
・広報パーソンをはじめ、スター（その道の専門家）をつくることを進めていただきたい。

「国土を測る」意義と役割を考える懇話会について

第３回懇話会
（平成28年9月20日）

第４回懇話会
（平成28年12月9日）

懇話会報告書の取りまとめの議論。
インターンシップの受け入れ状況について紹介。

民間企業等における様々な測量の事例について紹介。
懇話会報告書の全体構成等について議論。

懇話会
報告書 報告書については現在取りまとめ中

委員からの
主な意見

ご視察（VLBIアンテナ） ご視察（絶対重力計） ご視察（地図と測量の科学館） 第2回懇話会会合



参考資料－２

平成28年度第２回広報推進協議会 議事要旨

日時：平成28年11月2日（水）15:30～17:00

場所：国土地理院関東地方測量部 大会議室（８F）

出席者：

（構成員）

全測連 宮﨑事務局長、冨永群馬県測量設計業協会会長

測専協 市川事務局長、土田中央工学校学科長

地調協 稲垣業務執行理事、岩﨑理事・事務局長

日測協 岩田総務部長、飯村測量技術センター管理部長・測地検査部長

測技協 津澤理事・事務局長（斉藤専務理事代理）

ＪＭＣ 田代常務理事

地理院 鹿野参事官、松村基本図情報更新技術分析官

（オブザーバー）

国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課 麓企画専門官

（事務局）

山際研究企画官、村岡政策調整官、門脇広報広聴室長、國谷政策調整室長、浅野補佐

議事：

(１)平成28年度活動方針について

案のとおり了承された。

(２)今後の具体的取組（案）について

・広報推進協議会のホームページ構築

広報推進協議会HPを国土地理院が立ち上げ、HPの各種コンテンツ掲載に各構成団体が協力

することで了承された。なお、HPのコンテンツ構築にあたっては、各構成団体HPとの重複

による二度手間となるなどの負担増にならないように、事務局が検討することとなった。

・広報用動画（ビデオ）の作成

ＳＮＳを通じた広報展開に適した一般・若者向けの短時間の広報用動画（ビデオ）を作成

することについて意見交換が行われた。概ね反対意見は無く、予算・作成方法について事

務局が検討を行うこととなった。また、各機関が所有する広報用動画の調査を行うことと

なった。

・リーフレットの更新

リーフレットの更新について了承された。なお、更新に当たって地図調製についても内容

に含めることが了承された。また、大判（A1以上）の作成要望もあった。

・また、上記取組等について、その広報効果を評価すべきとの意見があり、評価方法等につい

て事務局で検討することとなった。

・その他

稲垣委員より構成団体の活動事例として、地方からの修学旅行生の職場体験学習の紹介が

あった。なお、広報のターゲットを中学生まで広げること、企業での訪問学習等をサポー

。トするNPO学校サポートセンター等に対する広報推進協議会の対応について提案があった

また、事務局から構成団体へ具体的な協力要請を行うこととなった。



参考資料－３－１

（案）

平成２９年３月 日

広報推進協議会

構成員 各位

広報推進協議会事務局

（国土地理院総務部政策調整室）

広報推進協議会ホームページ開設に係る協力依頼について

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素より広報推進協議会の取組につきまして、ご協力を頂き厚くお礼申し上げます。

さて、広報推進協議会事務局では、平成２８年度第２回会合でご提案させていただ

きました広報推進協議会ホームページの開設に向け、準備を進めているところであり

ます。

つきましては、当ホームページの開設に向け、インターンシップ、イベント等の開

催予定情報の提供等、別紙のとおり依頼させていただきますので、ご協力頂きますよ

うよろしくお願い致します。

敬 具

NTFPC139
タイプライタ
１



別 紙

１．目 的

「測量」のイメージアップや測量技術者の担い手の確保・育成の促進を図るため、広

報推進協議会ホームページにおいて、測量・地図関連業種における広報活動等の情報を

統合的に発信するため。

２．依頼内容

① 平成29年度に予定されているインターンシップ、イベントに関する情報のご提供

開催場所、受入れ時期 〆切、問い合わせ先、実習内容等（別紙１のとおり）

② イベント等の実施報告（別紙２のとおり）

３．提出期限

上記① 平成２９年 ４月２１日（金）

② 実施後随時

４．提出先 ： 広報推進協議会事務局（国土地理院総務部政策調整室）

E-mail : gsi-pco@ml.mlit.go.jp （メールへ添付して下さい）

Tel : ０２９－８６４－１１１３

担当者 浅野

５．その他： ・メールへ添付できるデータのサイズは５Mbまでになりますので、それを超

える場合は、申し訳ございませんが当院の大容量ファイル転送機能又は郵

送等でお願いいたします。

・ご不明な点、ご質問等は上記担当者までお願いします。

NTFPC139
タイプライタ
２



別紙１

平成２９年度　インターンシップに関する学生等受入れ情報等について

受け入れ時期 ホームページへの

県名 市町村名 (期間) リンクアドレス等
実習内容 備考

所在地
機関・企業名 大学・高専等の区分 受入可能人数 募集の〆切 問い合わせ先

NTFPC139
タイプライタ
３



 長岡高専の学生、職員30名が、吉津トンネル及び五十母川橋（磐越 
自動車道）と白根ポンプ場建設の工事現場を見学しました。 

北陸建設界の担い手 
確保・育成推進協議会 

 平成27年10月22日（木）に長岡工業高等専門学校環境都市工学科の学生25名と教職員5名が、磐越自動車道の付加
車線建設工事である吉津トンネル及び五十母川橋と日本海側最大規模のニューマチックケーソン工法による新潟市白
根水道町ポンプ場建設の工事現場を訪れました。 
 この見学会は、建設界の担い手確保・育成を目的として、トンネル工事等の現場に触れて、建設界の魅力や社会基盤
の役割について知ってもらうものです。 
 参加者からは、吉津トンネルの現場でインバート施工や坑内を歩きながら完成までの一連の施工過程を見学できて非
常に勉強になった。ニューマチックケーソンの実際の現場を見ることができて良かったなどの感想がありました。 
 この現場見学会を通して建設界や建設工事のスケールの大きさについて、より関心を持っていただけたらうれしく思い
ます。                                      実施機関：（一社）日本建設業連合会北陸支部 

ポンプ場構築状況を足場上から見学 トンネル坑口（福島側）で集合写真を撮影 五十母川橋の橋脚の施工状況 

トンネル坑内の施工状況 

ポンプ場概要説明状況 

１期線と沿う五十母川橋の橋脚の施工状況 

トンネル坑口の「化粧木」 

NTFPC139
テキスト ボックス
別紙2

NTFPC139
タイプライタ
４



参考資料－３－２

（案）

平成２９年３月 日

広報推進協議会

構成員 各位

広報推進協議会事務局

（国土地理院総務部政策調整室）

広報用動画の調査について（依頼）

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素より広報推進協議会の取組につきまして、ご協力を頂き厚くお礼申し上げます。

さて、広報推進協議会事務局では、平成28年度第２回会合でご提案させていただき

ました広報用動画の作成に向け、準備を進めているところであります。

つきましては、作成する広報用動画の内容を検討する資料とさせていただきたく、

構成員各位が所有する広報用動画の調査を別紙のとおり依頼させていただきますの

で、ご協力頂きますようよろしくお願い致します。

敬 具

NTFPC139
タイプライタ
１



別 紙

１．目 的

「測量」のイメージアップや測量技術者の担い手の確保・育成の促進を図るため、広

報用動画を作成する。

２．依頼内容

構成員及び会員各位が所有する広報用動画の調査

タイトル、概要、再生時間、メディアの種類等（別紙のとおり）

３．提出期限

平成２９年 ３月２４日（金）

４．提出先 ： 広報推進協議会事務局（国土地理院総務部政策調整室）

E-mail : gsi-pco@ml.mlit.go.jp （メールへ添付して下さい）

Tel : ０２９－８６４－１１１３

担当者 浅野

５．その他： ・メールへ添付できるデータのサイズは５Mbまでになりますので、それを超

える場合は、申し訳ございませんが当院の大容量ファイル転送機能又は郵

送等でお願いいたします。

・ご不明な点、ご質問等は上記担当者までお願いします。

NTFPC139
タイプライタ
２



別紙１

広報用動画一覧

タイトル　 概　　　要 再生時間 メディアの種類 所有会社
貴社ホームページで公開している

場合は、そのURL

広報推進協議会
ホームページで
の公開の可否

備　考

NTFPC139
タイプライタ
３
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